
「アメリカ経済をみる眼 ～日本が学ぶもの～」 

詳細な内容 

第１回 
黒人初オバマ大統領の「イリ

ノイ時代」に迫る 

アメリカ史上初となる黒人の大統領オバマの政
治家としての原点はイリノイ州、シカゴ市にあ
り、イリノイ州の議員時代の政治活動はあまり知
られていません。第１回は、オバマの「イリノイ
時代」に焦点を当て、彼の政治理念や活動暦など
を広くレビューします。 

 

第２回 
アメリカは本当に「小さな政

府」なの？ 

アメリカは 1980 年代以後、市場経済を重視す
る思想に傾注し、「小さな政府」路線を疾走し、
日本にも「規制緩和」「民営化」という潮流をも
たらしました。第２回は、「小さな政府」を掲げ
たレーガン政権の経済政策に注目し、その知られ
ざる本義に迫ります。 

 

第３回 
シカゴ市民は「無限責任で」

借金を返済している？ 

州（State）が独立した立法権をもつアメリカ。
建国以来、州単位の分権社会を堅持するアメリカ
は、わが国での地方分権改革（道州制）の論議に
有益なヒントを与えてくれます。第３回は、アメ
リカの地方財政をテーマに学びます。特に、シカ
ゴ市を事例にして地方自治体の借金返済の仕組
み（地方債ファイナンス）に注目し、納税者によ
るチェック・アンド・バランスのあり方を考えま
す。 

 

第４回 
サブプライム問題、ＧＭ破綻

から日本が学ぶべきもの 

住宅バブルの崩壊とともに発覚した「サブプライ
ム・ローン」という金融問題。ウォール街の際限
なき金融商品開発がマネー経済を膨張、破裂させ
ました。そしてＧＭの経営破綻。第4回は、「20
世紀アメリカ経済」を支えた金融システムがなぜ
崩壊したのかを考えます。「世界恐慌」から「リ
ーマンショック」までの歴史的文脈の中でアメリ
カ経済の強さ、弱さの両面をグローバルな視点か
ら検証し、日本が学ぶべきものを探ります。 

 


